
授業プランシート（道徳）令和７年２月 22日（土）10時 15分～11時 00分

主題名 ほかの国の人々や文化  教材名「世界の小学生」 第３・４学年 授業者：

１ 本時のねらい

それぞれの国には独自の伝統や文化がある。ほか

の国の人々や文化に関心を持ち、親しもうとする心

情を育てる。

⇒

それぞれの国の人々や文化の共通点や相違点

に関心をもち、改めて日本のよさにも気づくこ

とができているか。

評価方法：観察、ワークシート、発言

２ 教材観

いろいろな国の小学生が、自分の学校生活を紹介する内容である。登場する国は、ドイツ、モンゴル、

ニュージーランド、ブラジル。そして、最後に日本の「わたし」が自分の学校のよいところを紹介する。

ほかの国の小学生の生活には、日本の小学生と共通点もあれば、相違点もある。我が国の文化とほかの国

の文化の共通点や相違点に目を向けながら、それぞれの良さを感じることができるようにするという、国

際理解を深められる内容となっている。さらに、我が国の文化とほかの国の文化のつながりや関係にも目

を向けさせていくことが大切である。また、まずは「知る」ということから大切にし、環境教育や発展途

上国への関心や探求の深まりへと繋げてきたい。

３ 児童観

小学校中学年の段階においては、我が国がさまざまな国々と関わりを持っていることに気づき、自分達

の身の回りにある多様な文化の特徴などについて少しずつ理解や関心が高まってくる。

今年度、本校は沖縄県教育委員会から「SDGs達成に向けた教育実践」研究校に指定されている。SDGs

に関する知識の定着や SDGsを関連させた授業づくりを図っており、児童にとって、SDGsが身近に感じ

るものとなっている。SDGsに関連させた総合的な学習の時間では、キャンプキンザーの小学校（基地内）

を訪問し、アメリカの学校生活の様子を見学したり、プログラミングの学習を一緒に体験したりなどの交

流を行った。児童は、このような体験や外国語活動での学習のなかで、我が国の文化とほかの国の文化と

の共通点や相違点にも目を向け、興味関心を示している様子が見られる。

今回の教材を通して、さらに児童が国際理解を深められることを目的とする。「知る」ということから、

今後も興味を持った国の文化に探求的に取り組めるようにしたい。この学習から主に SDGsの目標１「貧

困をなくそう」目標４「質の高い教育をみんなに」目標 10「人や国の不平等をなくそう」目標 17「パー

トナーシップで目標を達成しよう」につながることに気づかせたい。

３ ESDの視点に立った学習指導で身に付けたい力

① 【多面的、総合的に考える力】世界には多様な文化・生活があることを知り、自分達の国や地域
のよさにも目を向ける。

② 【批判的に考える力】他国や日本における勉強や生活の仕方の違いなどから、自分が当たり前だ
と考えていた生活を批判的に振り返る。

４ 本単元で関係する SDGs

目標１「貧困をなくそう」目標４「質の高い教育をみんなに」目標６「安全な水とトイレを世界中に」
目標 10「人や国の不平等をなくそう」目標 17「パートナーシップで目標を達成しよう」

５ 本時の展開

① アンケート結果からほかの国の小学生はどんな学校生活を送っているのか話し合う。
② 範読する。
③ 世界の小学生の学校生活を知って、共通点と相違点を出し合う。
④ 共通点や相違点から考えたことをまとめ、SDGsのつながりを考える。
⑤ 日本の学校の良い所を紹介する形で書く。
⑥ ふりかえり「ほかの国の生活を知って考えたこと・もっと知りたいと思ったこと」

６ 板書レイアウト 等（板書写真も可）



 


